




















































ンス革命史年報』に掲載したBar占re, penseur et acteur d'un premier opportun-
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uno anomalie politiqueP : la Fpla紘Ce de l'extre^me centre, Seyssel, Cham Vallon,
2005がある｡最近は, 18世紀の都市における動物の位置とその政治的意味合い(動
物を用いた比嘘やカリカチュアなど),および大西洋革命や姉妹共和国における
共和制の問題にも関心を注いでいるようである｡
セルナ教授は2009年9月下旬に中央大学の招きで来日したが,その折り, 9月
26日(土)に,訳者が世話役をしている｢フランス革命研究会｣が専修大学と共
催した研究会-講演会で講演した｡余談ながら,教授は20年以上前から剣道に親
しんでいて,現在は2段の腕前であり,かつては剣道の修行のために九州に滞在
した経験もお持ちである｡今回の講演でも剣道を例に引いた話を挿入されたほか,
中央大学剣道部の練習に参加したり,東京で能事を入手したりされた｡また講演
に先立って専修大学図書館が所蔵するミシェル=ベルンシュタイン文庫を見学し
ていただいた｡フランス国立図書館にもない史料を書庫で直接に手にとって見て,
深く興味を示されていた｡さて講演に関しては,訳者があらかじめ,最近20年は
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どのフランス革命研究の状況を取り上げてほしいこと,講演の訳稿を『歴史評論』
誌に掲載させてほしいことの2点を伝えておいたので,それらを考慮した原稿を
前もって送ってくれた｡それが本稿である｡見てわかるとおり,講演の原稿とし
ては長大過ぎるものだが,出版を念頭に置いて詳しく記したものであり,実際の
講演はこの原稿を抜粋しながら行なうとのことであった｡しかしながら実際に講
演を始めると,原稿を離れて自分の言葉で生き生きと語り出したため,講演での
話は本桶とかなり異なるものとなった｡その快活な語り口を埋もれさせてしまう
のも惜しいので, 『歴史評論』の718号(2010年2月号)には,講演の録音を起こ
したものを掲載し,それとは別に,本稿は抜粋せずに,全文を公刊することにし
たものである｡この点に関しては,帰国後の教授から｢講演の原稿と録音をどの
ような形で刊行するかは,訳者に一任する｣との許可をいただいた｡
本稿の内容については,読者自身が本文をお読みになれば理解できることなの
で,わざわざ解説は付け加えない｡革命200周年後の20年間の主要な研究と,セ
ルナ教授自身の問題関心の双方が丁寧に解説されており,注に挙げられた豊富な
文献とともに,日本の研究者にとって,一種のガイドブックとして役立つととも
に,問題関心を刺激されるところも大きいと思われる｡ただ1点のみ,注釈を付
しておこう｡本文中にある｢過激中道派｣はex鵬me centreの訳語で,これは
セルナ教授が提唱する新しい概念である｡ extr･合meとcentreは水と油のように
相反する印象を受けるので,研究会の折りに個人的に質問したところ, ｢フラン
ス語のextremeには『極端な』 『度を越した』という意味もあるが,それととも
に『一つの立場に固執し,その立場を守るためなら暴力も含むいかなる手段を取
ることも辞さない』という意味もあって,自分はその意味でこの語を用いた｣と
のことであった｡総裁政府期に,ジャコバン派の残党と王党派の双方をクーデタ
や議員資格の否認などの手段で弾圧しながら,中道路線を守ろうとした人々(と
その政治思想)を指して作られた概念であるが, ｢過激中道派｣はフランス革命
期のみにとどまらず,現在に至るまでフランス政治を特徴づける一つの流れとし
て存在し続けているというのが,セルナ教授の見解である｡
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なお, 9月26日の研究会-講演会(日本私立学校振興･共済事業団,平成21年
度学術振興資金｢『ミシェル=ベルンシュタイン文庫』の史科学的研究｣ <専修
大学>との共催)を開催するにあたっては,大東文化大学の瓜生洋一教授が仲介
の労を取ってくださった｡また専修大学の近江吉明教授は講演会場の準備, 『歴
史評論』誌の編集,および本稿の刊行のすべてにわたって中心となってお骨折り
くださった｡中央大学の三浦信孝教授は,研究会の開催にご配慮･ご協力をくだ
さった｡記して謝意を表したい｡
